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令和６年１月●日

協議会名： 大月市地域公共交通会議

評価対象事業名： 地域公共交通計画策定事業

③計画等の策定等に向けた方針

A
事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実
施される見込み。

【計画策定の時期】
令和６年２月に策定予定

【計画の名称】
大月市地域公共交通計画

【基本方針】
少子高齢化社会においても誰もが安心して移動できる
公共交通の実現

【基本目標】
１．バス運行サービスの維持・確保
２．新たな運行方式の検討・導入
３．公共交通の運用多角化等の検討

令和５年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性①事業の結果概要

①地域公共交通の利用実態の把握
内容：令和２年に実施したバスOD調査結果より、利用者層（シルバー、スクー
ル、一般）と平均乗車人員を路線別に把握した。
結果：約２週間のOD調査の結果、シルバー（高齢者）とスクール（児童・生徒）
の利用率が約７割、一般の利用者が約３割の結果となり、平均乗車人員は５．
５人/本で、３人/本未満の路線が２路線あった。

②住民・利用者の意向調査
内容：バス利用者の聞き取りアンケート調査、デマンドタクシー実証実験対象地
区（梁川町及び猿橋町小篠地区住民）への住民アンケート調査、交通事業者等
へのヒアリング調査を実施した。なお、全市民に対するアンケート調査を実施
中。
結果：梁川町及び猿橋町小篠地区住民（286人から回収）のアンケート調査結
果から、自家用車による市内移動が約８割と多く、バス利用率は１％程度と低
い。バス利用者の多くは免許を有しない高齢者が多く、現状ではバスへの利用
転換が難しい状況がある。

③課題分析及び目標検討
内容：バス利用者の減少による地域の足の確保が課題であり、今後の少子高
齢化社会に対応できる「少子高齢化社会においても誰もが安心して移動できる
公共交通の実現」を基本方針に設定
結果：「バス利用者数（平均乗車人員）の維持」、「新たな交通手段の検討」など
を目標に、平均乗車人員の低いバス路線のデマンドタクシーへの転換方策を
掲げた。

④住民説明会の実施及び意見募集
内容：パブリックコメントを実施して住民の意見を募集（令和６年１月中に実施予
定）
結果：意見募集後に記載予定



令和５年度 大月市地域公共交通会議 （山梨県大月市）
（地域公共交通計画策定事業）

公共交通の概況・地域の特徴

令和５年度の開催状況（予定含む）

・第１回（令和５年５月１０日）
計画策定業務の委託について
※書面開催
・第２回（令和５年６月２２日）
計画策定業務について
・第３回（令和５年１０月１９日）
中間報告（現状把握、意見聴取結
果、課題及び目標設定等）
・第４回（令和５年１２月１１日）
計画素案について ※書面開催
・第５回（令和６年２月予定）
大月市地域公共交通計画策定

協議会開催状況アピールポイント

地域の抱える問題点・計画策定調査の必要性

■大月市の公共交通は、鉄道、路線バス、乗合タクシーが運行されている。鉄道はJR中央本線が東西に伸びて大
月駅をはじめ市内に６駅を有し、大月駅からは富士急行線が富士吉田方面に連絡している。また、路線バスは１
事業者が15路線57系統を運行し、市内各町を連絡している。乗合タクシーは２事業者が運行している。
■公共交通の利用者数はコロナ禍の影響もあって、令和３年度は令和元年度に比べて２～４割減少し、人口減少・
少子高齢化の影響もあって利用者の回復が思わしくない状況にある。
■市の中心地（大月町、猿橋町）に市全体の人口の約45％が集中し、中心地から外れる町の人口が少ない。

面 積 ５１．１ ｋ㎡

人口 （R5.4.1時点） ２１,９６７人

15歳未満 １，５４３人

65歳以上 ９，２７６人

高 齢 化 率 ４２，２ ％

■市内の免許保有率（令和４年度）は高く（64歳未満：93％、65～74歳：85％、75歳以上：41％）、免許返納率は75歳
以上で4％、平均返納年齢は82歳と免許を保有して自家用車で移動する市民が多い。
■路線バスの平均乗車人員は5.5人/本と多くない上、３人/本未満の路線も存在し、人口減少・少子高齢化の進展
下において路線バスへの補助金は約３倍（令和４年/平成17年）に増加し、市の財政を圧迫している状況にある。
■このため、現在の利用状況や利用者・交通事業者の意向等を把握した上で、持続可能な本市の公共交通を維
持・確保していくことが求められ、これに必要な施策検討を実施するために計画調査を実施したものである。なお、
計画策定に先立ち、デマンドタクシーの実証実験を実施している（２地区で令和５年７月～９月の３ヶ月間）。

■路線バスの利用実態について、令和２年に実施されたバスOD調査結果（２週間調査）を分析し、路線別の平均乗
車人員の把握や路線毎の格差などに加えて、利用者層（シルバー、スクール、一般）の実態を詳細に分析すること
で、今後のバス路線の維持・検討や新たな交通手段への転換の基礎資料を得ることができた。
■交通事業者（バス、乗合タクシー）に加えて社会福祉協議会、介護タクシー事業者への幅広いヒアリング調査を実
施することで、超高齢化社会に突入している本市において、自らの足で公共交通を利用できない（介護等の支援を
必要とする）層への対応方法などを確認することができ、公共交通の確保だけでなく、公共交通を利用できない住
民への対応方法を検討することができた。
■実際のバス利用者の方々への聞き取りアンケート調査を実施したことで、バス利用の目的や時間帯、望まれる頻
度など、今後のバス運行サービスの改善方策検討への基礎資料を得ることができた。
■２地区（梁川町・猿橋町小篠地区、初狩町藤沢・丸田地区）でのデマンドタクシー実証実験を行ったことで、現時点
における需要量やニーズを確認できた。なお、現状では決して利用者は多くなく、上記の問題点で指摘したとおり、
自ら自家用車を運転して市内移動が可能な住民が多く存在するものの、５年後や10年後の将来に向けて免許返
納を行う住民も増加していくことから、潜在的には地域ニーズがあることが確認できた。



【地域の交通体系図・バス路線網】



【バス交通の現状及び将来見通しからみた自動車系公共交通の方向性】



【大月市地域公共交通計画の目標設定及び計画案】



【デマンドタクシー導入計画・評価方法等】

令和５年７月～９月の３カ月間(実施)と令和６年１月から再度実施予定されているデマンド
タクシー実証実験区間（梁川町+猿橋町小篠地区）において、路線バス（新倉線）の代替手段
として運行を計画する。
※実証実験中は新倉線も並行して運行。


